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2縫糸目旳

•は後,木材の总强村にたいして供給がともなわず,源林の金照骨の畑大のために短她1早生 

枢秘はよる拡大酒林の計面がすすめられ,・くその成果か上げられようとしている。

しかるに,この短伐期早生耕設とLて生击されているもののうちTは,いわゆる•未成黙持 

v Lてかなり低品说なものがおおく ,利用上の地坂な支ほを尋えており•その材質向上がのぞ

まれている。

この归究は,このよ5な;窟味で短伐期早生蛹役としてとり上げられている恭林木の材国の夹 

爆Iあきらかにするととんに,村質遊下の&因とその改善法を横討ナるとともK .さらに折し 

い加工密によって,その柯買改仏の可能性;てついて彼兇する。

3 昭和4 2年度の経符とえら:‘Iた給米

I ,昭用M 〇年度および41拓度に踏 した莱京用岡および為を営林別曾内産のアカマツ供 

航:米の家材および平角材(、21X12z)Kついてその品’汀’覺’逾の略果を职まとめた有ら 

れた結果の大要は次の通りである。

；.謹纣品等 您枇3 G e以上の丸太では1歯玉では甜がり一の久点が• 3待玉では•筋の欠点 

が,さら建2帝玉では,これらの2つの欠点f球子がそれぞれ狼立:した纳として,各・の 

品等の制浪因子となっている。

2.山林晶の品等

1)アカマツ平角材の品等を徊眼する最もな本的な制似炳子は節の欠点と・螂蜗斜度で

ある〇

2 )平角材の丸身品簫は,丸太径极Kよるあ・か若し< .J ASW沸は,50硬以上の

密材で約8 0用,る〇〜185の索材では約4 0Wである。

3 )節の欠点也 丸太径級による差異はあきらかでなく,材曲剂れ,澎荏傾斜度•ねじ

れなどの欠点因子てついては,丸太径級の大きいもの式上ti編放の出蜘度が制E

・平角材の欠点因子 ・

1) アカマツ村では,そめ枝が恰生するので,液大鈕j径比と同戀に集中節携比が負材品 

の肺等佩験因子として作用している. •

.2 )採材位尚の低い丸太徒級の大きいものぽ村面割れの発生が商い.

5 ) F角材の微維絢斜灰と角材のねじれ借との問Kは正の相関虞係びあるが,同じ谖鯉 

偏斜皮を示す角材でも,林分が異なると・そのねじれ:!:［に溶しい差異がある。これは 

的材の改雜傾斜度が材の表命から扣心までのあいだで変動する状態が林分貴よってか 

なり異なっていることによると労えられる.

4)平ガ!材のそりは一段に少なく ,灾用上の支藏は少ないと考定られる。とく JC丸太径 

級の小さいものからの平角材で;X ,そりが少ない。

5 )向令林分内でぼ,成長の氏くないもの(未成熟な!Kの技の少ないもの)で叩,泌, 

材iiiW!れ,依維締?遮,ねじれ,そリなどの措造用材t しての粉・知招臼水ついてむし 

ろすぐれた品符を示した。

6、 この場合における剛i的性’趴てついては測定計算を燧位中であり,収翻性能日っい 

ては測定結果を取まとめ中である.,

11.以野•片林咼管回、 カラマツ造疝j・から佻式木8 〇本を伐採し ,俄試丸太2 7 8本を・採材 

した.

1)以能顷斜,年被橙成,较馬性および,収籟性能•通度性能などの測定のための試科 

を課製し,渊定を胆始した。

2 )刀ラマツ犯成材のS魅:丸太の答邰位ごと坂長尺ひき板をゑ材し ,天然ならびに人

ェ乾燥を行ない,瘀成针用の順板を辎鶯した。また,高浪人工乾歯した正角材に匕ノ 

キの薄板をは〇て化涟拄を裂造し»割れと狂いの発生办®!を曲県中である。

3 )髙:微煥 丸太の!tまく燃後,製材することにより製品の狂いを除くこと,高混•乾

仏により屹蛟期間を短縮十ること,さら:C酒材i Lて乾峡することによりが期間を 

姣かくすることなどを目的i L ,これらの処理に際して生ずる間!®点を辭決するため 

に2 . 3の実・受を行なった。その結梁の大功せ次のとおりである。

(I)快:妹温皮については1UO*C附近が叫く ,これ以下ではかえって割れが生じ斯く 

またこれ以上では技作,裝宓に困施性がある。10X10 eの正如材で含水牢15 

将まで•6〜7 &で乾煤する。

〇!>心持ち角(1〇 XIQ s )でも,通当な条件を逵ベば,背割りなしないでも,割



れの生じない可能性がある.

傾)普削りの位曲ははにより近い面€するのが細かい割れの誘発を防止するので灸も 

仗い..

4 昭翱43年度の就験計画

1.4 2年度K採収したカラマツ供試材夜ついて 年籍構成,滅縦傾:斜,容埴密度数,线節性 

収柔性i；2,強鹿性能などについての測定を行ない,カラマッ材のねじれ狂いの主な原因を核 

討する・ ・

2. 集成初の溯迎,42羅葭に淑製したひき板の品質辞価を行ない,その品等別亿集成材を後 

造L ,その狂い,炯|K性能たどKついて実用品&を綃3Yし,カラマツ材の象成化汇よる品買 

改良法を必対する。

なおカラマツ角材・を心とした化桩柱についての樹定結果を取まとめる。

3. 為河乾帔.4 2蛇度のが先の結果から得られた乾爍条件(10 0 C )について,SW よ 

る狂いの防止および仕上げ含水甲と加工硫の狂い;てついて蜒を行なう〇

3 湍造用材の品等区分
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2 賦験目的

近年,木材の斜蝴造にはぎわめて蕎しい変化がおこっており,木材侑谄の髙浒Kともない 

その酒賛分軒においては他の生廉材との破合があらわれている。木材綾用検の退半をしめる建 

楽材の分野Kおいても,理遠臓の作化,大工驚の灿などを,苛景と!«て.この渓なはとく 

西Eさを加えており,その治果11^業における木材の再生诧にたいして重大な危枱微を生じ 

ている.

木材犒没而にあらわれているかかる現狡を克服していくためには,各分导Kおける木村の安 

定した客座を跡保し ,用途R適した米粉の合理的需用をはかることが必技であるび,そのため 

には尢拈の!IJi^trたいする性能を明陪にし,その品氏にたいする信就度を高めるための瑯招が 

とくに也耍であることは云うまでもない。

かかる液・味から,この研究は遞筝用材kたいしてその実用的な品攻(箕変的性徳およて跳を 

的な化注術低’)の叢付けをおこない,その標泌化を(io、るための根拠を枪立することをねらい 

としている。

3昭和4 2年度の褒通とえられた襪衆

I .•用材の品翁区分

1,,スギの平割り•断而寸渉4. 5 8X 4.0 m , 6 4 8本を市兜およぴ付充問蚣から抽出し, 

節,丸分,其の仙の吊質,指標の癖把握を行なうための澜定,とりまとめを行なった。 

この記亜のなかでは,慣行の弟級区分がどのような基準・ほよっているかを探啄するととも 

K ・慎1林炽格にもとづいて格付する場合の孺因子の影坂!を検対した,為られた結果を要約 

すると次のとおりである。

i )抽出試科を股林規格雑もとづいて格付すると,表示の答級より低く格付されること 

が多い。これは主としてー胶に沮！用している品質科術の墓準が段林規絡のそれと比阻 

すると,いろいろな点で押なることを反诀したものと労えられる。


